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豊田 PCB 廃棄物処理施設の試運転報告書（案） 

                                       

 

豊田 PCB 廃棄物処理施設の試運転結果を以下のとおりご報告します。 

 

 

豊田 PCB 廃棄物処理施設の試運転は、個々の単体機器の調整運転、模擬廃棄物

を用いた連動試験を行い施設が健全に稼働することを確認後、PCB 廃棄物を処理

し、施設全体の PCB 処理性能を確認しました。PCB 廃棄物はすでに３０年以上も

前に製造された物で、その構造や材質を予め詳細に確認することが困難なこと

から、確実に処理をすることを最重点目標として、慎重に試運転を進めました。 

この結果、すべての PCB 廃棄物の処理済物が PCB の卒業判定基準を満足して

いること、排気中の PCB 等の濃度が管理目標値を下回っていること等、操業の

ために確認することとしておりました項目を確認しましたので、以下にご報告

します。 

 

 

Ⅰ．試運転の実績工程 

試運転は「総合調整運転」、「非 PCB 廃棄物負荷試運転」、「PCB 廃棄物負荷試

運転」に分別され、全体構成から見たこれらの試運転工程を別紙―１、試運

転物の搬入実績を別紙－２に示します。 

 

 [総合調整運転] 

  ５月１６日～ [総合調整試験]：各設備が健全に機能することを確認する運 

６月１１日  転。 

 

[非 PCB 廃棄物負荷試運転] 

５月２５日～ [プラント全体機能試験Ⅰ]：模擬廃棄物を使用してプラント

６月２２日  全体が健全に機能することを確認。 

６月２０日～ [緊急停止機能試験]：異常時に設備が安全・確実に緊急停止

６月２２日  再起動できることを確認する運転。 

 

[PCB 廃棄物負荷試運転] 

 ６月２３日～ [プラント全体機能試験Ⅱ]：PCB 廃棄物を使用してプラント全 

８月３１日  体が健全に機能することを確認。 

８月１３日～ [引渡性能試験]：処理性能の確認、卒業判定及び迅速分析シ
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８月１５日  ステムの確立及び操業時のタイムチャートに基づいた処理性     

能を確認する運転。 

 

 

Ⅱ．試運転で確認した性能項目 

試運転で確認する性能としては、「処理性能」、「環境保全性能」、「作業環境

性能」の３つを挙げておりました。これらの確認状況を以下に報告します。 

 

１．処理性能 

 

（１）処理能力 

① 前処理 

すべての処理済物が PCB の卒業判定基準を満足していること及び 

処理済物の種類に応じた適切な判定試験方法とサンプリング方法

を確認することを確認しました（別紙－３）。 

 

② PCB 分解能力 

PCB 分解処理では、抜油（トリクロロベンゼン分離トランス油、コ

ンデンサ油）、洗浄回収 PCB（第１洗浄濃縮油＋オイルスクラバ油）

について分解処理を行い、分解完了油の PCB 濃度が評価値である 

0.5 mg/kg 以下であることを確認しました。 

遠心分離によって分解完了油から分離した液処理残渣が、卒業判定

基準を満足することを確認しました（別紙－３）。 

 

③ 反応生成物 

PCB 分解の分解完了油（主反応槽および副反応槽）中にダイオキシ

ン類、ヒドロキシ塩素化ビフェニルが問題となるレベルで含まれな

いことを確認しました。 

     

 

  ２．環境保全性能  

 

（１）排気 

① PCB 濃度については、施設外に排出する排気中の PCB 濃度が維持管

理値 0.1mg／m3N 以下（管理目標値 0.01mg／m3N 以下）であること

を確認しました。   

   

② ダイオキシン類に関しては施設外に排出する排気中のダイオキシ

ン類濃度が 0.1ng－TEQ／m3N 以下であることを確認しました。     
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③ 液処理系統排気中のベンゼン濃度が 50mg／m3N 以下であることを

確認しました。 

 

  （２）排水  

          試運転に最終放流口付近にて排水のサンプリングを行い、PCB 及びダ

イオキシン類濃度が、それぞれの管理目標値である PCB 0.0005mg/L

及びダイオキシン類 5pg-TEQ/L を下回っていることを確認しました。   

      

  （３）管理区域の負圧レベル 

          各室の換気が所定の風量の時に、大略以下の所定の負圧レベルであ

ることを確認しました。 

         レベル３：約-7mmAQ 

         レベル２：約-4mmAQ 

         レベル１：約-2mmAQ 

 

 

 ３．作業環境性能  

 

（１）作業環境 

        ①大型トランス解体エリア(12 箇所)、特殊コンデンサ解体室(6 箇所)

及び受入抜油室(6 箇所)で、作業環境における PCB 濃度を測定した結

果、いずれの測定点においても基準値(0.1mg/m3)を下回っていること

を確認しました。 

     

②受入抜油室についても作業環境におけるダイオキシン類濃度の測定

を行い、測定結果は 0.84pg-TEQ/m3 となり、厚生労働省が今年２月に

定めた安全衛生対策要綱において示された濃度（以下「要綱濃度」と

いう。）2.5pg-TEQ/m3 を下回りました。 

大型トランス解体エリア及び特殊コンデンサ解体室の作業環境にお

けるダイオキシン類濃度については、それぞれ 4.2pg-TEQ/m3、

2.7pg-TEQ/m3 となり、要綱濃度 2.5pg-TEQ/m3 を上回りました。 

上記エリアの作業者が身につける防護具はこの作業環境濃度に照ら

して相応のものを使用しておりますが、ダイオキシン類の暴露量が、

濃度2.5pg-TEQ/m3の作業場で８時間/日作業した場合と同様以下に維

持できるよう目標作業時間（例えば大型トランス解体エリアでは 4.7

時間）を設定します。 
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  （２）作業性等(保護具と作業性負荷等)   

          保護具が作業従事者の負担に配慮された適切なものであることを確 

認するため、作業者が実作業に習熟した段階でヒアリングを行い、使

用している保護具を評価する計画としております。 

 

 

Ⅲ．総括 

    今回の試運転をとおして、すべての処理物が卒業判定基準を満足するこ 

と、排気中の PCB 等の濃度が管理目標値を下回っていること等を確認し

ました。 

   管理区域レベル３の作業環境は、作業者の作業時間を配慮する必要があ

ることを確認しました。 

 

                              

以上 

 



豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設設置工事
試運転工程表

＜官庁検査等＞ ▽電気主任技術者検査合格  ▽(18)産廃施設使用前検査  ▽(23)消防訓練

　 　　　　　  　▽(18)消防完成検査（一般取扱所）合格 　　　　▽(30)建築工事完了検査 　　　　▽(29)開業式

▽(17～23)消防署視察         ▽(12)使用前検査済証交付

  　▽(20)労働基準監督署施設確認検査済証発行 ▽（15)業の許可

     ▽(27)産廃処理業許可申請

▽(8)PCB廃棄物受入

＜試運転主要工程＞ 　I/O・計装機器ループ確認

総合調整運転

非ＰＣＢ廃棄物負荷試運転

ＰＣＢ廃棄物負荷試運転（前処理、液処理単独・連動負荷試運転）

　　

総合調整試験

　　　  　プラント全体機能試験(Ⅰ)

▽（20～22)緊急停止機能試験

　　　▽(31)経過報告(PCB投入前)

▽(2～16)血中ＰＣＢ濃度測定

  　　　 ▽(23)ＰＣＢ処理開始

    プラント全体機能確認試験（Ⅱ）

　 　 　 　 　 　▽(13～15）引渡性能試験

　 　

　消火設備 　　▽(12)自火報設備稼働

▽(9)粉末消火設備稼働

平成17年7月 平成17年8月 平成17年9月 平成17年10月平成17年3月 平成17年4月 平成17年5月 平成17年6月

平成17年7月 平成17年8月

別紙－１

平成17年9月 平成17年10月平成17年3月 平成17年4月 平成17年5月 平成17年6月



別紙－２

   豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設 試運転物搬入実績

１７年６月

コンデンサ トランス 車載型トランス ＰＣＢ油
名古屋市 5
春日井市 1
豊田市 193
東海市 8
浜松市 2

計 198 1 2 8

１７年７月

コンデンサ トランス 車載型トランス ＰＣＢ油
名古屋市 25
半田市 15

春日井市 1
刈谷市 50
豊田市 209
安城市 1
稲沢市 10
東海市 16
大口町 2
浜松市 4

計 312 1 4 16

１７年８月

コンデンサ トランス 車載型トランス ＰＣＢ油
名古屋市 3
豊田市 78
飛島村 1
浜松市 2 9

計 78 4 2 9

合計 588 6 8 33

＊各表中の数値は、ＰＣＢ油についてはドラム缶の本数、その他は機器の台数を示す。



別紙－３

・ 循環中にｲﾝｸﾘﾒﾝﾄを採取(100ml以上)
・ 3ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ/1判定洗浄を採取
・ ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄを十分に振り混ぜて均一にしてから、試料採取

・ 最大粒度からｲﾝｸﾘﾒﾝﾄの大きさを決定
・ 表2によりｲﾝｸﾘﾒﾝﾄの個数を決定
・ 大口試料を作成
・ 縮分
・ 分析用の試料に調整

　　　　　　　　

・ 循環中にｲﾝｸﾘﾒﾝﾄを採取(100ml以上)
・ 3ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ/1判定洗浄を採取
・ ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄを十分に振り混ぜて均一にしてから、試料採取

処理済物の卒業判定フロー

６．分析廃水

酸アルカリ試験法による卒業判定分析
　・分析廃水中の含有量分析

分析廃水貯留槽

・分析廃水

廃酸・廃アルカリ
分析廃水をｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 酸アルカリ試験法

卒業基準値：0.03mg/L 合格品払出

分析処理水受槽
0.03mg/L以下

 
　・素子
　・紙類
　・木くず
　・その他(パッキン等)
　・コイル
　・複雑金属
　・車載トランス容器

　・容器
　・鉄心
　・金属くず
　・碍子くず

非含浸性部材

真空超音波洗浄 洗浄液をｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ
洗浄液試験法

卒業基準値：0.5mg/kg-洗浄液

部材をｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

・廃ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

廃油 合格品払出

ＴＣＢ払出ﾀﾝｸ
廃油をｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 含有量分析(迅速分析)

卒業基準値：0.5mg/kg-油

ＴＣＢ分析待槽

判定洗浄槽

合格品払出

払出・保管室

洗浄液試験法による卒業判定分析
　・ロット単位での分析が可能
　・サンプリングが容易

部材の性状に適した卒業判定分析方法
　・含浸性混合物は溶出試験法
　・小型もしくは破砕・裁断した部材は部材採取試験法
　・鋼板のように一定材質で一定規模の面積を有する部材は拭き取り試験法

迅速分析法による卒業判定分析
　・廃ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝを廃油とし、迅速分析法による
　  含有量分析
　・半年に１回、公定法による分析

１．洗浄処理済物

２．真空加熱分離処理済物

３．蒸留分離回収液

真
空
加
熱
分
離

施設内で分析凡例　：

拭き取り試験法

卒業基準値：0.1μg/100cm
2

部材採取試験法
卒業基準値：0.01mg/kg-部材

P

P

拭き取りｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

５．処理済油

油迅速測定法による卒業判定分析
　・油迅速分析法により油中の含有量分析

・処理済油(副反応液)

廃油

副反応槽

合格品払出

ドラム缶

M

0.5mg/kg以下
合格品払出

払出・保管室

0.01mg/kg以下

溶出試験法
卒業基準値：0.003mg/L-検
液

0.003mg/L以下

0.1μg/100cm 2以下

0.5mg/kg以下

廃油をｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 含有量分析(迅速分析)
卒業基準値：0.5mg/kg-油 0.5mg/kg以下

分析結果

４．液処理残渣

溶出試験法による卒業判定分析
　・ロット単位での分析
　・溶出試験法（公定法及び迅速分析法）

ｽﾗｯｼﾞｻﾝ
ﾌﾟﾘﾝｸﾞｴﾘ

ｱ
合格品払出

ｽﾗｯｼﾞｺﾝﾃﾅ
保管エリア

溶出試験法（公定法＆迅速分析）

卒業基準値：0.003mg/L-検液

液処理残渣

５．排出油/分析廃液

油迅速測定法による卒業判定分析
　・迅速分析法により油中の含有量分析
　・半年に１回、公定法による分析

・排出油

廃油

排出油槽

廃油をｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ
含有量分析(迅速分析)

卒業基準値：0.5mg/kg-油

合格品払出

タンクローリー
ドラム缶

・分析廃液

0.5mg/kg以下

0.003mg/L以下

分析用試料調整


